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	ヨーゼフでアレルギー対応食品を販売し始めたのは、発達障害の治療から食物アレルギーの人が多く、対応する食品が身近に手に入れることができないことからでした。また、本人は気が付いていなくても潜在的なアレルギーがあり、それで体調を崩している人が非常に多くいることもわかってきました。更に、ヴィーガンの人が多いことに気が付きました。ヴィーガンは、卵や乳製品を含む動物性食品をいっさい口にしない「完全菜食主義者」と言われてきましたが、ヴィーガンの人に接し、調べてみると、それだけではないことがわかってきました。なお...
	1. ヴィーガニズムとは
	ヴィーガニズムとは、食べ物・衣服・その他のいかなる目的のためであっても、あらゆる形態の動物への残虐行為、動物の搾取をできる限り無くす生き方である。動物製品の生産過程における動物の苦しみに配慮して肉、乳製品、卵、革、ウール、毛皮等を買わない。菜食主義(ベジタリアン)は単純に動物性食品を食べない立場。pure vegetarianとも誤解されやすいのだが、ヴィーガニズムは搾取される対象の感情や心を尊重する立場であり、命に焦点を当てたものではない。（Wikipedia。「ヴィーガニズム」）
	例えば、パームヤシから採取されるパームオイルが、その栽培過程で熱帯雨林や原生林を大規模に伐採して植林して栽培するので、パームヤシのプランテーション栽培は、野生動物の生息地を奪うだけでなく、生態系全体を破壊してしまうと指摘しています。それは、食肉生産のための動物を飼育する牧場をつくる事と等しいとして、ヴィーガニズムを実践する者の中には、パームオイルを使用している食品や洗剤なども避けている方も多くおります。動物性食品だけではなく、植物性食品であっても、その成分や製造過程にも配慮をしている点に特徴があります。
	ちなみに、パーム油は世界で最も使用されている植物性の油であり、マーガリンやパン生地、ポテトチップスやカップ麺、クッキーやアイスクリーム、シャンプーや石鹸・洗剤、そして化粧品など、スーパーマーケットやコンビニで買える食品や一般消費財に幅広く使われているそうです。世界的に、一人当たり年間８キロのパーム油を消費している計算になると言われています。
	原料となるアブラヤシの為に東南アジアの森林破壊が進んでおり、ビル・ゲイツはバイオ技術を用いた化学的な生産技術の為に２０００万ドルを融資し、人工パーム油を開発させています。これ自体はヴィーガンの働きとは関係ありません。しかし、多くの人々が、自然環境の破壊と汚染に気が付き、注意行動を取り始めていることを知る必要があります。
	日本エシカルヴィーガン協会のサイトによれば、「ヴィーガン (vegan) とは、すべての動物の命を尊重し、犠牲を強いることなく生きるライフスタイルのことです。」と説明しています。そして、一年で鶏が５８０億羽、豚が１４億匹、牛が３億頭も食べられ、その飼料として膨大な量が生産され、その為に森林伐採や土地・河川の汚染が進み、温室効果ガスを排出していると指摘します。家畜のゲップとおならなどから排出されるメタンガスは世界の温室効果ガス排出量の18％を占めると言われ、車や飛行機などあらゆる輸送手段から排出され...
	2. ヴィーガニズムの歴史
	菜食主義は、宗教と強く結びついてきました。紀元前１０００年頃から、インダス川地域で始まったヒンズー教では、禁忌とされる牛肉や豚肉だけでなく、卵や魚などを含めた動物性のものを食べない習慣があります。また、五葷（ごくん）と言われるニンニク・ニラ・ラッキョウ・ねぎ・蒜（ノビル、行者ニンニク）なども食べません。肉や魚などをたべないのは、湿度と暑さの強い地方で腐敗による病気を恐れたからかもしれません。保存の為のスパイスが非常に豊富に使われてきたことも特徴です。
	菜食主義は、宗教と強く結びついてきました。紀元前１０００年頃から、インダス川地域で始まったヒンズー教では、禁忌とされる牛肉や豚肉だけでなく、卵や魚などを含めた動物性のものを食べない習慣があります。また、五葷（ごくん）と言われるニンニク・ニラ・ラッキョウ・ねぎ・蒜（ノビル、行者ニンニク）なども食べません。肉や魚などをたべないのは、湿度と暑さの強い地方で腐敗による病気を恐れたからかもしれません。保存の為のスパイスが非常に豊富に使われてきたことも特徴です。
	紀元前６世紀にインドで始まったジャイナ教では、最も重要な禁戒として不殺生を教え、極端な肉食禁止を説き、現在でも４５０万人の信者がいるそうです。
	同じ頃に始まった仏教では在家信者は肉食を禁じられることはありませんが、出家すると厳しい菜食主義でした。小乗仏教は出家を強調する教えでしたが、大乗仏教はその代わりに、不殺生と菜食主義を強調しました。明治時代以降に僧侶の肉食が許され、この傾向は薄くなりましたが、この教えに基づいて日本では菜食主義が強調されていました。ちなみに、精進料理では、乳製品や卵を許容している地域もあるそうですが、五葷（ごくん）やショウガなどの臭いの強い野菜は「煩悩を刺激する」という理由で禁じられています。
	ユダヤ教では紀元前約１５００年前から旧約聖書の中に食べてはならない物が記され、昆虫や爬虫類、哺乳類でも反芻（口と胃を食物が往復して何度も咬むこと）しない動物などは食べてはいけないことになっていました。血の混じった状態で肉を食べてはならず、イスラエルでは血抜きを十分にした肉を食べたり、また乳製品と肉を一緒に食べたりしてはならないことになっています。血抜きは病気予防のためであり、基本的には衛生的な面からの指導と解釈されています。朝食にはミルクやチーズが出ますが、肉は決して提供されません。夜には決して...
	キリスト教では、ペテロが上記の食物を食べなさいと神から告げられた時、律法を守っているからできないと答えると、神が聖めたものは食べなさいと戒められました。このことは、ユダヤ人以外をバルバロイ（野蛮人、神と戒めを知らない人々）と蔑み、交流をしないことを悔い改めさせ変えた教えとして、キリスト教の大事な要素とされています。つまり、人にも民族にも食物にも偏見を持たないということです。
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